
大阪市における 
下水熱利用の取り組みについて 

平成25年1月22日（火）  下水熱利用推進協議会  

大阪市 

平成２５年１月 

１ 

資料３ 



１．大阪市の下水道の概要 

 

２．下水熱利用の取組み内容 
 2-1．B-DASHプロジェクト 

 「管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利用に関する実証事業」 

  

 ２-2．NEDOによる下水熱利用の取組み 
 「下水管路網を活用した下水熱利用・熱融通技術に関する実環境試験」 

 

 2-３．スマートコミュニティ実証事業 
  本市咲洲地区における取組み紹介 
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１．大阪市の下水道（１） 

３ 

[概要] 
・明治２７年に近代的下水道事業に着手。 
・昭和１５年に津守・海老江処理場を通水開始。 
・現在では１２の処理場を有し、約4,900㎞の 
 管路を市内一円に整備済み。 

[本市下水道の特徴] 
・市域の約９０％がポンプ排水に頼らなければ 
 ならない雨に弱い地形。→浸水対策 
・市域の下水道の約９６％を合流式下水道にて 
 整備。→合流改善対策 
・早くから下水道整備を進めてきたことから、 
 改築が必要となる老朽化施設が急増。 
 →老朽施設の改築更新 



・都市環境対策 
・資源の循環（処理水や汚泥の有効利用など） 
・エネルギーの有効活用（消化ガス発電、太陽光発電など） 

１．大阪市の下水道（２） 

 未利用となっている下水熱利用の取組みを進め、 
 エネルギーの有効活用を推進していく。 

 省エネルギー・創エネルギー対策の推進や、 

 再生可能エネルギーの一層の利活用が求められている。 

４ 

浸水対策 水質保全対策 アメニティ対策 

本市の下水道事業の施策 

老朽施設の改築 災害対策 



２．下水熱利用の取組み内容 

 

 

２-１．B-DASHプロジェクト 
  （平成24年度下水道革新的技術実証事業） 

 

 

「管路内設置型熱回収技術を用いた 

     下水熱利用に関する実証事業」    
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2-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（１） 

６ 



2-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（２） 

● 目的 

実証する熱回収・利用技術のコスト削減効果、省エネ・ＣＯ２排

出削減効果などの効果を実証すること。 

● 実証フィールド 

大阪市 海老江下水処理場（および下水道科学館） 

● 実証事業の体制 

大阪市・積水化学・東亜グラウト 共同研究体 
（代表：積水化学（株）） 

  大阪市 
→施設管理技術 

 積水化学（株） 
→下水熱回収技術 

東亜グラウト工業（株） 
 →下水熱利用技術 

国土交通省 国土技術政策総合研究所   ＜委託者＞   

＜採択者＞   
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２-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（３） 

硬質塩化ビニル 
（管更生材） 

ポリエチレン管 
（熱交換器） 

● システム構成模式図 
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2-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（４） 

● 実証フィールド（海老江処理場、下水道科学館） 

下水道科学館 

海老江下水処理場 
本市で最も古い処理場の一つで、 
昭和15年より供用している。 

９ 

平成７年開設。地上６階、地下１階。 
楽しみながら学ぶことができる 
参加体験型施設。 

海老江下水処理場

および下水道科学館

大阪駅

実証フィールドの位置図



● 実証機器配置図 

海老江下水処理場 

下水道科学館 試験場所 

熱回収管設置 
海老江下水処理場内に管路設置 

１次配管 

熱利用（空調用HP熱源） 
下水道科学館 

2-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（５） 

１０ 

報告書まとめ

試運転

運転データの収集・分析

既存空調設備接続

第３四半期 第４四半期第２四半期第１四半期

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ機器設置

熱交換機器設置

実験設備の設計

熱源水配管工事

下水配管工事

実験計画の立案

平成２４年度
実証項目

報告書まとめ

試運転

運転データの収集・分析

既存空調設備接続

第３四半期 第４四半期第２四半期第１四半期

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ機器設置

熱交換機器設置

実験設備の設計

熱源水配管工事

下水配管工事

実験計画の立案

平成２４年度
実証項目

● 実証研究のスケジュール（案） 



2-１．Ｂ－ＤＡＳＨプロジェクト内容（６） 

● 実証研究の内容 （国総研委託研究仕様書より） 

・実証施設の配置・構造上の留意点 

・設計及び設置の方法並びに留意点 

・既存設備の活用可能性 

・コスト構造の把握及び縮減方策 

・最適運転条件及び質的量的変動に対する安定性 

・エネルギー使用量並びに温室効果ガス排出量の把握 

 並びに削減方策 

・国内外の下水道施設への適用性 

１１ 



２-２．NEDOによる下水熱利用の取組み 
 

 

 「下水管路網を活用した下水熱利用・ 

    熱融通技術に関する実環境試験」 
    

１２ 



２-２．NEDOによる下水熱利用の取組み（１） 

● 実環境フィールド 

千島下水処理場 

● 研究体制 

大阪市立大学、（株）総合設備コンサルタント、 
中央復建コンサルタンツ（株）、関西電力（株）他 

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

＜実施者＞ 

＜委託者＞ 

１３ 

千島下水処理場

大阪駅

千島下水処理場の位置図



下水管路網を活用した下水熱利用・熱融通のシステム化・実用化を目指すため、
処理場内に小規模試験装置を設置し、未処理下水を用いた性能試験及び実環境
試験、シミュレーション等を実施するものであり、総合効率が既存の熱供給シ
ステムの1.5倍以上となることを目指している。 

● 実環境試験の目的 

２-2．NEDOによる下水熱利用の取組み（２） 

（中尾正喜 スイス、ドイツにおける下水熱利用技術の動向とNEDO下水熱利用プロジェクトの 
研究開発状況、下水道地震・津波対策技術検討委員会復興支援スキーム検討分科会（第２回）配
付資料，2011年10月25日） 

１４ 



２-３．スマートコミュニティ実証事業 

 

    

咲洲（さきしま）地区における取組み紹介 
    

１５ 



コスモスクエア駅

南港ﾎﾟｰﾄﾀｳﾝ線

大阪府咲洲庁舎

ﾄﾚｰﾄﾞｾﾝﾀｰ前駅

中ふ頭駅

国際戦略総合特区

特定都市再生緊急整備地域

２-３．スマコミ実証事業（１） 

１６ 

大阪駅

咲洲地区の位置図

咲洲地区

● 咲洲（さきしま）地区位置 

平成23年12月→国際戦略総合特区に指定  

平成24年1月 →特定都市再生緊急整備地域に指定  

国際競争力の強化に資する事業や、都市再生事業を実施する事業者

に対して規制緩和や税制処置などの支援を行う地区となっている。  



２-３．スマコミ実証事業（2） 

咲洲地区においては→ 
・電気や熱の双方向需給などエネルギーに関する新たな事業創出をめざして実証に取組む。 
・この実証により得られた技術をパッケージ化し、輸出モデルを創出する。 
・これらにより海外展開を図り、大阪・関西の経済発展をめざす。 

● 事業の概要 

● スマコミ実証事業のスケジュール（案） 

 平成24年度より、各技術における調査・設計などが開始される。 
  主体は民間事業者だが、本市も積極的に協力することとしている。 
 平成26年度には、実証の運用を開始予定である。 

・未利用エネルギーとして有望な下水バイオマス発電や下水熱利用などの 
 システム開発を行う予定。 
・民間事業者が下水を引き込み利用することとなるため、『都市再生特別 
 措置法』の特例などにより実施することが想定される。 

● 下水熱に関する事業内容 

１７ 

『咲洲地区スマートコミュニティ実証事業計画』の策定（本市環境局による） 

・エネルギーの有効利用 
・エネルギー関連技術の開発による新産業の創出及び海外展開 



２-３．スマコミ実証事業（２） 

● 事業のイメージ図 

※本市ホームページより 

１８ 


